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カトリック麹町教会 MAGIS 2023 年 7月号

●財務報告●
5 月14日（日）「世界広報の日」の献金 731,538円は雑

誌、インターネット、テレビなどの広報媒体を用いた福
音宣教に使われます。

ミッション2030 黙想と分かち合い
～祈り・つたえ・つながり・ともに歩む～
小さな私たちの分かち合い

第5回テーマ「アフターコロナの教会共同体
～髙祖神父様からのメッセージ～」

開催日時： 7月16日（日）13:30～15:30
場 所： ヨセフホール
プログラム： ①髙祖敏明神父の講話（30分）

②祈りと黙想（30分）
③分かち合い（50分）

事前申込は不要です。ご自由にご参加ください。
詳細は教会ホームページ、ポスター・チラシ等でご確認
ください。

●宣教司牧評議会からのお知らせ●
（6月1日開催）

ミッション2030小委員会に対して、「社会的な動向や、
豊かな国際性を踏まえた、2030年における聖イグナチ
オ教会の共同体のあり方」の検討を諮問します。
また、ミッション2030小委員会からは、前回の諮問

に対して、連絡会機能の強化・充実を中心とした以下の
答申を受けており、その具現化を進めていきます。

（1） 既存連絡会の機能強化
①  参加グループの見直し：各連絡会の運営を適正な
ものとするため、参加する活動グループの再確認
を行うこと。

②  運営方法の見直し：連絡会の目的、構成員、責任
者の選任、開催頻度、議事録作成・保管、担当評
議員の役割、報告様式、報告先等を明確にするこ
と。

③  各連絡会の論議（情報交換）の見直し：各グループ
が抱える課題や問題意識を連絡会の場で発信する
機会を積極的に設け、現実問題の解決につなげる
こと。

④  連絡会と活動グループ連絡会議の関係の見直し：
各連絡会の議事の要点を毎回の「活動グループ連
絡会議」において報告することを定例化すること。

⑤  連絡会責任者の他会議への参加の見直し：活連幹
事会あるいは評議員連絡会などの場に、各連絡会
の責任者の出席を可能とすること。

⑥  各種実行委員会との連携：各種実行委員会の設置
に関しても、連絡会の機能を活用すること。

⑦ 活動グループ基本シートの見直し
⑧  各連絡会の連携の輪の構築：各連絡会の責任者が
定期的に集まり、評議員と共に論議できる機会を
確保すること。

（2） 新設連絡会の設置の検討：インターナショナルグ
ループ、若者グループなど、これまでの枠に入らな
いグループのために、新しい連絡会を作ること。

（3） 連絡会の機能強化以降の展望：連絡会を中心にし
た活動グループの態勢整備を進め、教区の規約に沿っ
た新たな教会共同体の組織・制度を模索すること。

●防災について●
聖イグナチオ教会がある千代田区の災害対応は「身の

安全が確保できるならば現地点に留まる」「現地点が危
険な場合、災害退避場所（上智大学グランド）へ移動」と
なっています。
聖イグナチオ教会では発災時、信徒の皆さんと共助し

ながら危機を乗り越えていきますが、現在「防災チーム」
を編成し、防災マニュアルの策定、防災備蓄品の拡充に
取り組んでいます。
またコロナ禍で中止していた避難訓練を 9月に実施

します。日頃から一人ひとりが防災意識を高め、「その時」
に備えていきましょう。

●教会施設“修繕・保全報告”●

教会施設の2022年度修繕・保全の主な実施内容と本年度計画についてご報告いたします。

1 ．2022年度実施状況
1）音響設備
・マリア聖堂音響設備更新 1,010万円
2）主聖堂パイプオルガンオーバーホール 704万円

 マリア聖堂音響設備更新費増と主聖堂パイプオルガ
ンオーバーホールを前倒し実施したことにより、その
他の当初計画は延期しました。

 この他、予備費枠で次に挙げる突発修繕と設備更新
を行いました。
・ ヨセフホール床面修繕
・マリア聖堂床材修繕
・集会室可動式仕切り壁点検修繕
・ 防煙防火ダンパー修繕
・ 主聖堂、香部屋、クリプタの各トイレ便器更新

 全体予算2,650万円（税込）に対し、費用実額は2,111
万円（税込）でした。

2 ．2023年度実施計画
1）消防設備
・自動火災報知設備更新
2）電気設備
・ 主聖堂バルコニー下照明、ヨセフホール照明、
テレジアホール照明の LED化

以上、2件を計画しています。1）は設置から20年以
上経過、不具合が発生しているので更新します。2）の
施設各所の照明ＬＥＤ化は順次進めていますが、教皇様
が掲げる地球環境保全に繋がると考えています。予算は
2,750万円（税込）を計上しています。

施設委員会




